別紙２

先導的Rubyソフトウェア開発支援業務委託に係る事業提案応募書
平成　　年　　月　　日

福岡県Ruby・コンテンツビジネス振興会議

会長　杉山 知之　　　　　　　　　　　殿

　
　　　　　　　　　　　　　　所在地（〒　　　-　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　法人名

　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　（担当者氏名　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　（電話番号　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　（E-MAIL　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　　※共同参加の場合は構成員代表者をご記入ください。
  標記事業について、以下のとおり関係書類を添えて応募します。

　なお、次の内容については、事実と相違ないことを誓約します。
　１　会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続開始の申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていない者であること。

２　福岡県物品購入等に係る物品業者の指名停止等措置要綱（平成１４年２月２２日１３管達第６６号総務部長依命通達）に基づく指名停止（以下「指名停止」という。）期間中でない者であること。 

＜添付書類＞
１．法人の概要　　　　　 【様式１】


７部

2． 事業提案書（概要版） 【様式２】　
７部

3． 事業提案書　　　　　 【様式３】　
７部

4． 見積書　　　　　　　 【様式４】


７部

【様式１】
法人の概要
	名　称
	

	代表者
	役職　　　　　名前

	所 在 地
	本　　社

	〒
住所
電話番号

	
	県内支社等
(あれば記入)
	〒
住所
電話番号



	設立(結成)年月日
	　　　　年　　　月　　　日
(県内営業所等の設立年月日　　　年　　　月　　　日)

	従業員数

	　　　　　　　　人
(県内営業所等の社員数　　　　　人)

	業務内容

	

	具体的な事業実績

（過去５年間）
	

	この委託業務の実施体制（担当人数，担当者名，担当者ごとの業務内容等）
	


【様式２】

（企業名　　　　　　　　　）

「先導的Rubyソフトウェア開発支援事業に係るプロジェクト監理業務」

事業提案書【概要版】
	記載項目
	概　　要
	提案書

ページ番号

	①　「先導的Rubyソフトウェア開発支援事業」の目的、スキーム及び応募理由について
	
	

	②　支援事業の周知、事業応募者（事業実施者）の募集、公募の告知方法について

	
	

	③　委託業務の実施体制について
	
	

	4 　事業実施者のプログラム進捗管理の方法について

	
	

	5 　事業実施者のプログラムの実績（開発品）確認の方法について


	
	

	⑥　事業実施者の補助金経理事務の管理方法について


	
	

	⑦　事業実施者の補助金経理の精算確認の方法について


	
	

	⑧　委託業務作業スケジュールについて
	
	

	⑨　委託業務の実施に関して有するノウハウや実績について
	
	



· 事業提案書の各記載項目について、提案内容のポイントを記載してください。

· 概要欄は、９ポイント以上の文字で記載し、３枚以内で明瞭簡潔にまとめてください。
【様式３】

（企業名　　　　　　　　　）

「先導的Rubyソフトウェア開発支援事業に係るプロジェクト監理業務」

事業提案書
	記載項目
	内　　容

	①　「先導的Rubyソフトウェア開発支援事業」の目的、スキーム及び応募理由について
	＜評価内容＞
・事業提案者が事業の目的やスキームを正確に理解し、的確な事業提案がなされているか評価するもの。

・事業提案者の応募目的について確認するもの。



	②　支援事業の周知、事業応募者（事業実施者）の募集、公募の告知方法について
	＜評価内容＞
・支援事業が広く周知され、Ruby活用開発者への呼びかけや事業応募者の掘り起こしを行うことができる提案内容であるかを評価するもの。



	③　委託業務の実施体制について
	＜評価内容＞
・事業実施者が実施する、「Ruby」「mruby」を活用した新規ソフトウェア開発プログラムの進捗管理・支援や実績（開発品）確認、事業実施者の補助金経理の管理（補助対象・対象外区分）や精算確認が行える体制が確保されているか評価するもの。

	4 事業実施者のプログ
ラム進捗管理の方法に
ついて
	＜評価内容＞
・効率的で効果的なプロジェクト進捗管理が行える計画であるかについて評価するもの。



	⑤　事業実施者のプログラムの実績（開発品）確認の方法について
	＜評価内容＞
・事業実施者のプロジェクト実績である開発品について、的確に確認することができる計画であるかについて評価するもの。



	6 事業実施者の補助金
経理事務の管理方法に
ついて
	＜評価内容＞
・「補助金交付要綱」や「補助事業事務処理マニュアル」に基づいた適正な補助金の事務処理管理を行う計画であるかについて評価するもの。



	⑦　事業実施者の補助金経理の精算確認の方法について
	＜評価内容＞
・「補助金交付要綱」や「補助事業事務処理マニュアル」に基づいた適正な補助金精算確認を行うことができる計画であるかについて評価するもの。



	⑧　委託業務作業スケジュールについて
	＜評価内容＞
・委託業務が委託期間内に円滑に完了するスケジュールが立てられているかについて評価するもの。



	⑨　委託業務の実施に関して有するノウハウや実績について
	＜評価内容＞
・委託業務を実施する際に必要となるノウハウや実績について評価するもの。




※「内容」欄に各記載項目に係る提案内容を詳細に記載してください。

※ 内容欄に記載している＜評価内容＞は、提案内容に対する評価内容を記載しています。
提案内容記載の際は、＜評価内容＞を削除してご記入ください。

※ 説明のための図表、写真、グラフなどは自由に盛り込んで構いません。

※ 文字の大きさは１０．５ポイント以上とし、各項目は最大でＡ４版１枚以内で内容が完
　 結するように記載してください。
※ ページを付番してください。

【様式４】　　　　　　　　　　　　　　　　（企業名　　　　　　　　　　　　　）
「先導的Rubyソフトウェア開発支援事業に係るプロジェクト監理業務｣
　見積書

	経費見積額
（③と同じ）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（税込み）

	【経費内訳】
	

	業務委託費（①）
	

	
	（例）人件費
	

	
	（例）旅費
	

	
	（例）消耗品費
	

	
	（例）通信運搬費
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	消費税②
（①×０．０５）
	

	合計③
（①＋②）
	


· 業務に必要な経費について、概算の見積額を記載して下さい。
· 業務内容にかかる費用の内訳を分かる範囲で記載してください。

· 提案を採択した場合も提案額どおり契約するものではありません。







